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円
高
輸
出
大
国
日
本
を
直
撃

海外移転もすでに始まる

円
高
が
止
ま
ら
な
い
。
戦
後
最
高
値

75円
台
に
入
っ
た
後
、
政
府
は
企
業
回
収
支

援
と
呼
ば
れ
る
円
安
政
策
を
打
ち
出
し
た
が
効
果
は
薄
い
。
引
き
続
き

銀
は
市
場
に
牽
制
を
し
て
い
る
が
円
高
方
向
は
落
ち
着
か
な
い
。
日
本

る
企
業
の
多
く
は
「
輸
出
」
が
肝
で
あ
り
円
高
の
今
、
企
業
業
績
の
悪
化

気
が
長
引
く
恐
れ
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
米
国
の
景
気
対
策
も
期
待
よ
り
も

も
の
で
は
な
い
。
世
界
的
に
投
資
先
が
無
い
こ
と
か
ら
リ
ス
ク
回
避
の
為

て
円
・
債
券
・
金
を
買
う
動
き
が
強
か
っ
た
が
、
少
し
落
ち
着
き
を
取
り

る
。
日
本
経
済
を
占
う
上
で
為
替
は
と
て
も
重
要
。
図
の
通
り
日
米
の

差
を
見
る
と

2年
の
国
債
利
回
り
格
差

円
が
買
わ
れ
や
す
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

5年
、

10年
と
徐
々
に
米
国
の
方
が
利
回

く
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
ま
で
長
期
化
し
な
い
に
せ
よ

米
国
が

2年
間
低
金
利
政
策
を
す
る
と

い
る
こ
と
で
ド
ル
高
誘
導
は
難
し
い
。
日
本

に
ゼ
ロ
金
利
政
策
を
行
っ
て
お
り
、
円
高

る
手
段
が
殆
ど
な
い
。
こ
の
円
高
が

2年
続

考
え
に
く
い
が
日
本
企
業
に
と
っ
て
正
念
場

住
宅
ロ
ー
ン
続
く
低
金
利
合
戦

住
宅
ロ
ー
ン
金
利
で
昨
今
人
気
が
あ
っ
た
、
フ
ラ
ッ
ト

35の

10年
金
利
引
き
下
げ

ト

35エ
ス
」
の
提
供
が

9月
末
に
て
終
了
す
る
。
低
金
利
の
今
人
気
が
高
い
住
宅

動
金
利
型
だ
。
店
頭
に
て
表
示
さ
れ
て
い
る
金
利
は

2％
台
だ
が
、
金
利
優
遇

さ
れ
る
昨
今
の
金
利
は

1％
を
切
っ
て
い
る
。
各
銀
行
と
も
、
顧
客
獲
得
の
為
、
ロ
ー
ン
の

換
え
を
促
し
て
い
る
。
借
換
え
に
は
費
用
が
掛
る
の
で
十
分
に
内
容
を
確
認
し
て
ほ
し
い

「住まい」

「暮らし」

「新発想」
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日
銀
・
政
府
対
応
策
少
な
く
長
期
化
の
恐
れ

2年もので見ると利回り

差は0.07％しかない

米国

日本

2011年8月25日現在 データBloomberg
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企
業
回
収
支

き
政
府
・
日

日
本
を
代
表
す

悪
化
か
ら
不
景

よ
り
も
良
い

為
に
株
を
売
っ

り
戻
し
て
い

の
利
回
り
格

格
差
が
少
な
く

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

利
回
り
は
高

し
な
い
に
せ
よ

を
す
る
と
明
言
し
て

日
本
は
す
で

円
高
を
回
避
す

年
続
く
と
は

正
念
場
の
年
だ
。

げ
型
の
「
フ
ラ
ッ

住
宅
ロ
ー
ン
は
変

金
利
優
遇
さ
れ
、
提
供

ロ
ー
ン
の
借

し
て
ほ
し
い
。

民
間
生
命
保
険
料
は
安
価
に

民
間
の
生
命
保
険
は
デ
フ
レ
経
済
の
今
、
割
安
に
設
定
さ
れ

各
社
保
険
の
加
入
切
り
替
え
を
促
し
て
い
る
。
昨
今
人
気
の

保
険
商
品
は
「
掛
け
捨
て
型
」
の
生
命
保
険
だ
。
金
利
が
高
い

時
代
に
流
行
っ
た
「
養
老
保
険
」
は
今
は
も
う
役
目
を
終
え
て

い
る
状
態
で
、
掛
け
捨
て
型
の
保
険
で
如
何
に
安
く
保
障
を

得
る
か
が
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
だ
。
生
命
保
険
の
保
険
料
は
死
亡

率
・
予
定
利
率
・
事
業
率
か
ら
成
り
立
つ
が
、
死
亡
率
と
予
定

利
率
に
各
社
差
は
な
く
「
事
業
率
」
す
な
わ
ち
コ
ス
ト
削
減

を
し
て
、
如
何
に
保
険
料
を
下
げ
る
か
に
必
死
だ
。
見
た
目

に
安
く
見
え
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
生
保
も
あ
る
が
、
安
い
の
は

定
期
型
の
み
だ
。
終
身
型
を
検
討
す
る
際
は
注
意
が
必
要
。

掛捨て型に人気集中
確定拠出年金 加入者増加

考
え
ら
れ
、
企
業
会
計
上
「
債
務
」
と
し
て
扱
わ
れ
る

の
で
、
会
計
基
準
が
変
わ
っ
た
今
、
債
務
扱
い
に
な
ら
な

い
確
定
拠
出
年
金
に
移
行
さ
れ
る
の
も
う
な
ず
け
る
。

通
常
の
年
金
と
異
な
る
こ
と
は
、
年
金
額
は
決
ま
っ
て
い

な
い
と
い
う
点
で
、
会
社
は
従
業
員
に
対
し
て
毎
月
確

定
拠
出
年
金
の
掛
け
金
を
負
担
す
る
。
そ
の
上
で
従
業

員
は
自
分
で
運
用
す
る
商
品
を
選
択
す
る
こ
と
に
な

り
将
来
の
年
金
額
は
運
用
成
果
次
第
で
決
ま
る
仕
組

み
だ
。
昨
今
の
株
安
も
あ
り
、
現
段
階
で
年
金
が
掛
金

よ
り
も
低
い
人
が
多
く
従
業
員
は
困
惑
し
て
い
る
。

国
の
年
金
に
上
乗
せ

支
給
さ
れ
る
企
業
年

金
が
昔
は
多
く
あ
っ

た
が
昨
今
は
確
定
拠

出
年
金
へ
の
移
行
が

盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

背
景
と
し
て
は
会
計

基
準
の
変
更
だ
。
企

業
年
金
は
退
職
金
と

出典：厚生労働省資料
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事前に相続税が発生するかの確認

平
成

23年
の
税
制
改
正
で
相
続
税
の
基
礎
控
除
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
予
定

が
、
ま
だ
施
行
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
は
五
千
万
円
の
基
礎
控
除
が
誰
に
で
も

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
相
続
人
一
人
当
た
り
一
千
万
円
の
控
除
も
つ
く
為
、

3人
居
れ
ば
八
千
万
円
ま
で
は
非
課
税
だ
。
今
回
の
税
制
改
正
で
基
礎
控
除

千
万
に
、
相
続
人
一
人
当
た
り
も
六
百
万
円
に
減
額
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

百
万
円
の
控
除
と
な
る
。
相
続
財
産
は
、
自
宅
、
現
金
、
有
価
証
券
や
生
命
保
険
等

が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
評
価
が
異
な
り
、
試
算
が
難
し
い
。
ま
た
平
成

22

干
の
改
正
が
な
さ
れ
て
お
り
、
注
意
が
必
要
だ
。
直
近

30年
の
相
続
税
課
税
者

合
い
を
見
る
と
概
ね

5％
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。
今
回
の
税
制
改
正
で

算
で
は
課
税
者
が

20％
程
度
に
な
る
と

て
い
る
。
相
続
が
発
生
し
た
後
で
は
対
策

る
こ
と
は
難
し
く
、
事
前
の
対
策
が
必
要
不
可
欠

だ
。
ま
ず
行
う
べ
き
こ
と
は
相
続
税
が

か
の
試
算
だ
。
そ
の
上
で
家
庭
内
で
ど
の
よ
う
に

し
て
遺
産
を
分
割
し
て
い
く
か
を
生
前

合
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
事
前
の
対
策

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
財
産
の
開
示
が
必
要
で
あ
り

用
出
来
る
人
間
に
依
頼
す
る
こ
と
で
、

を
事
前
に
行
っ
て
お
き
た
い
。

消
費
税

10％
・
所
得
税
増
税
方
向
に

税
制
改
正
は
震
災
が
発
生
す
る
前
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
た
。
消
費
税
の
税
率
ア
ッ
プ

控
除
の
減
少
に
よ
る
所
得
税
増
加
な
ど
、
家
計
の
手
取
り
減
少
は
避
け
ら
れ
そ
う
に
な
い

そ
の
上
で

3月
の
大
震
災
が
更
に
ダ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
し
た
。
一
度
に
多
く
の
増
税

て
し
ま
え
ば
日
本
経
済
自
体
厳
し
い
状
況
に
な
る
が
、
税
負
担
を
求
め
な
く
て
は

再
建
も
難
し
い
。
増
税
は
じ
わ
り
じ
わ
り
と
、
家
計
に
負
担
を
か
け
て
く
る
。
給
与

ら
ず
手
取
り
が
減
少
す
る
厳
し
い
時
代
。
増
税
に
耐
え
う
る
家
計
対
策
が
必
要

手
取
り
減
家
計
へ
の
影
響
大
き
く

一
般
家
庭
も
相
続
税
を
払
う
時
代
に

課
税
者
は

5％
か
ら

20％
に
拡
大

政府目標→
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出典：財務省資料を筆者加工

予
定
で
あ
る

に
で
も
与
え

、
相
続
人
が

基
礎
控
除
は
三

す
な
わ
ち
四
千
八

生
命
保
険
等

22年
に
も
若

相
続
税
課
税
者
の
割

で
政
府
の
試

に
な
る
と
想
定
し

対
策
を
講
じ

必
要
不
可
欠

が
掛
り
そ
う

で
ど
の
よ
う
に

生
前
に
話
し

対
策
に
は
プ

で
あ
り
、
信

、
相
続
対
策

ア
ッ
プ
、
所
得

け
ら
れ
そ
う
に
な
い
。

増
税
を
行
っ

め
な
く
て
は
日
本
の

給
与
が
上
が

必
要
と
な
る
。

に

身につけよう問題解決能力！
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